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１ 「夢を乗せて」 

  私は、電気や機械に興味があり、中学生の時に、アマチュア無線の免許を取っ

て、遠くにいる人と話をしたり、電気工作を作ったりすることで、さらに通信や

宇宙など、様々な自然現象に興味をもつようになりました。そのようなことから、

理科の教員になったということにもつながるのですが・・・。 

以前、この教育委員会だよりで、静岡大学工学部の研究室が宇宙エレベーター

という考え方を提唱し、宇宙船にその実験機材を搭載するという事柄を紹介した

ことがありました。その後、島田市の蓬莱橋にちなんだ「蓬莱」という名前の人工

衛星を搭載したロケットが、昨年７月に打ち上げられました。その時に、小中高

校生から、俳句を募集し、宇宙まで俳句を運んでくれるというような夢のある企

画まで提案してくれました。 

以前、宇宙航空研究開発機構（JAXA）の研究者で、現在「はまぎんこども宇宙科

学館」の館長を務められている的川泰宣先生のロケット開発の話や「HAYABUSA（は

やぶさ）」を開発した時の話など、興味深い話をたくさん聞かせていただいたこと

を思い出します。 

  今回は、つい最近打ち上げられたロケットの話題を提供したいと思います。令

和８年６月 12 日に、宇宙航空研究開発機構（JAXA）が、鹿児島県の種子島宇宙セ

ンターから H3 ロケットの打ち上げに成功したという報道がされたのを皆さんは、

ご存じですか？今回のロケットの特徴は、液体燃料のエンジンを３基積んでおり、

今までのロケットのように補助エンジンを積んでいないというところです。打ち

上げられるロケットにはいくつかのタイプがあるのですが、補助エンジンを積ま

ないロケットの打ち上げが行われたのは、今回の挑戦が初めてです。補助エンジ

ンがないことによって値段も安く済むと言われています。 

  皆さんに伝えたいことは、今回、静岡大学工学部の研究室で開発した「ＳＴＡ

ＲＳ-Ｘ（愛称：しらいと）」という小型の衛星が宇宙に放たれたということです。

この名称は、「白い糸」(テザーと言われるひも)が空中に浮かんでいるイメージを

想像したか、静岡県内にある「白糸の滝」の白い糸がぶら下がっているイメージ

を想像して、名前をとったのではないかと思います。今回のプロジェクトでは、

長いテザーと言われるひもを伸ばし、ロボットがそのひもを移動するという実験

を行うということです。この実験によって、将来的には、宇宙ごみを捕獲すると

いうところまでを考えているようです。特筆すべき内容として、宇宙空間でテザ

ーと言われるひもの長さが 1 ㎞程も伸びるということです。重力がある地球上で

1 ㎞のひもを伸ばすことは、なかなか難しいと思われますが、宇宙ではどのよう

に展開されるのでしょう。考えただけでわくわくしてきます。 

  島田市の学校においては、探究的な学習に取り組んでいます。「不思議だなあ」

「どうしてそうなるのかなあ」といった疑問から、学習が始まります。人によって

興味関心の向く方向は違いますが、色々なことに興味が湧いたり、調べてみたいと
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いう意欲が自然に出てきたりするような人になってほしいと思います。 

 

２ 6 月議会が始まっています 

 ６月３日（水）から、６月議会が始まりました。今回の一般質問では、16 人の内、

５名の方から質問をいただきました。再質問で聞かれたものもありますが、紙面の

都合上、学校に関係するものを紹介します。(詳細は市の HP をご覧ください。) 

【瀧 議員】 外国人児童生徒への日本語指導についての質問をいただきました。 

【八木議員】 不登校児童生徒の現状と対策についての質問をいただきました。 

【仲田議員】 小学校における英語教育についての質問をいただきました。 

【四ツ谷議員】子供たちへの教育支援政策についての質問をいただきました。 

【青山議員】 熱中症対策についての質問をいただきました。 

私事、今年の３月に新車を購入しました。まだまだ乗れると思っていた９年目の

車が、まさかの故障でやむなく購入した時の話を書きたいと思います。 

１年前になります。ドライブで山梨県に行った帰りのことでした。エンジンの異

音・振動とともに警告ランプのほとんどが一斉に点灯しました。中部横断自動車道

の富沢 IC を通過したあたり、新東名の新清水ジャンクションまで、まだ 20km もあ

る地点で、片側一車線の道路上でした。この区間には逃げ道（インターチェンジな

ど）がなく、運良くあった非常駐車帯に停車し、長い時間をかけてエンジンを冷却

し、なんとか復旧、とても緊張しながら走行し、帰宅しました。 

後日、ディーラーに修理をお願いしたところ、原因が特定できず、修理すること

なく返却されました。が、やはり、１年後の今年３月でした、再び同じ状態が発生。

修理に出したところ、「シャフトドライブ近くの電気系統の故障で交換すれば直ると

思いますが・・・、修理代３０万円近くです。」と高額な修理代。しかも「もし直ら

なければ、更に別の部品も変える必要があります。」との説明。正直、修理にいくら

かかるか分からない状態に陥ったため、仕方なく車を手放し、車の購入に切り替え

ました。 

まだまだ乗れる車だと思ってきたのに、とても残念でした。 

その後が、さすがディーラー！早く車が必要であることに即対応し、その日に仮

契約、翌週には本契約を交わし、通常３か月から半年かかる納車を、なんと２週間

で手配してくれました。 

ディーラーでは、一部の売れ筋の車を予測してメーカーから事前に購入している

ため即提供出来るとのことでした。確かに半導体などの電子制御部品や国際的な物

流の混乱で生産の遅れが生じている中での細やかな対策のようです。 

さて、思いもよらない購入となりましたが、短期間で車を購入できました。 

今回の教訓ですが、ディーラーの対応のように先を読むことは大事だと思います。

これは自分の仕事にもつながると思います。自分も先が見える人間になれるよう頑

張りたいと思います。 

肘かけ椅子          

「思いもよらぬ新車の購入」 

               教育部長 石間 幸典 

 


